
 
 

 

 

 

 

「ハザードマップの読み方、 
つくり方」の研修を実施 

８月３１日（日）午後より、研修・事業担

当役員の四方氏が講師となり「ハザードマッ

プの読み方、つくり方」をテーマにハザード

マップの必要性、種類、構成および県内のハ

ザードマップ作成状況についての解説があ

った。後半は県内市町数種類の洪水ハザード

マップを題材に「共通項目」、「地域項目」に

ついて記載内容の確認および良い点、工夫す

べき点等をグループ討議により学習した。市

町による避難場所等の記号の違いや老人で

も認識できる文字の大きさ、方向がわかりに

くい点などが感想としてあげられた。最後に

我々防災士がハザードマップを噛み砕き一

人でも多くの人に伝えるということを確認

し研修を終えた。 

防災フォーラム「地域を守る」に 
防災士１５名が参画 

 ８月２５日（月）午後７時から勝山市教育

会館にて勝山市主催の研修会が開催され、講

師の荒木会長をはじめ防災士会７名と郵便

局長会防災士７名が参加した。研修参加者は、

勝山市地区区長、民生委員、自衛消防団など

５５名が熱心に受講されていた。 

荒木会長による講義「災害時要援護者とは

何か」に続き、私たち防災士は演習「災害が

発生したら何をすべきか」のワークショップ

に参加しました。具体的には「地震」「水害」

「雪害」の各テーマに沿って 9 グループによ

る演習がおこなわれ、それぞれの防災士が各

グループをサポートした。 

参加された皆さんは、それぞれ問題意識を

持っているが、このように具体的にシュミレ

ーションしたことはほとんどないため、最初 

 
▲研修会 8/31（左）と防災フォーラム 8/25（右）の様子 

は「どのように進めるのか」「どのような場

面でのことなのか」など、戸惑いながら取り

組みはじめたが、最後には皆さんが活発な意

見交換やまとまった集約がされ、3 グループ

より発表があった。 

いつ起こるかわからない「災害」。「早く地

域が主体的に防災計画や訓練をおこなわな

くては！」とさらに防災意識の向上の大切さ

を感じた。 

福井ぼうさいの仲間 ＃02 

氏名 末富 攻（すえとみ おさむ）（58 歳） 

職業・勤務先  

吉崎郵便局（あわら市吉崎 1-808） 

防災士になるきっかけは？  

全国局長会の養成講座に参加して 

防災士になってよかった事と思うことは？  

特に、まだ感動したことはありませんが、 

①防災に関する知識を得たこと。 

②防災士会を結成できたこと｡ 

③仲間を得たこと。 

防災士として、今後取り組んでみたいことは？ 

72 時間前の防災意識を地域に普及すること

と独り暮らしへの対策 

防災士以外であなたの「得意なこと」や「日頃

がんばっていること」は？ 

職業柄、地域活動には特に力を入れている｡ 

例えば：地区での役員・地区防災組織への参加 
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“鯖江市総合防災訓練（豊地区）”に参加！ 
８月２４日、上氏家町内会・自主防災組織の要請で、早朝同地公民館において行なわれた

防災研修「災害と備え」に荒木俊幸会長及び会員２名を派遣した。「災害とは何か」「何が災

害にするのか」「何をするべきか」のテーマで３０分の講演の後、９０数名の参加者が９つの

グループに分かれＫＪ方式のブレインストーミングで「大雪災害」「洪水災害」「地震災害」

をテーマに「発災前」「発災時」「被災後」に減災のため各人何ができるか、何をすべきかを

見つけるため１時間半に亘ってワークショップを行なった。途中の休憩時間には地震の揺れ

による「家具転倒」のビデオを流し、屋外では、珍しい竜巻の発生を発見した。 

公民館の住所「上氏家町７－２－１」は自助７割、共助２割、公助１割を表わしている奇

遇さが発見されたと共に、何より自分で自分の身を守ることが第一、無事な「私」が「家族」

「となり近所」「町内会メンバー」とチームを組み、役割分担に従って周りの人の助けとなる

ことが第二ということが確認されました。 

防災士や参加者はワークショップの後、一次避難所豊小学

校での地区総合訓練に合流し、自主防災組織メンバーは救出

ワーク、除細動器使用、消火器取り扱い、タンカ作り、バケ

ツリレーなどのスキルアップを行ないました。市の市民課長

さんの話では、「上氏家の研修は沢山集まりましたね、豊地

区は防災意識が比較的高いと感じます」とのことで、結果を

喜んでいました。                     ▲上氏家地区におけるＷＳの様子

福井県総合防災訓練 警報で中止 
 ９月７日（土）今庄３６５スキー場で予定

されていた福井県防災訓練は用意周到の中､

今にも開始されようとする８時半すぎに全

面中止となった。同日８時４分に嶺南東部に

発せされた警報を機に決定されたと見られ

る｡防災にはすばやい決断力が重要だ。 

福井県防災士会関連記事 
ハウスナリー福井（2008～2009）の「福井

の風土と家づくり」の取材に福井県防災士会

が協力しました｡詳しくは同誌 114～115 頁

をご覧下さい。 

福井県防災士会の今後の予定 
日程／場所 主催等 概 要 

10 月 3 日（金）

13:00～16:45 

／福井県国際交

流会館 

関西ライ

フライン

研究会／

要申込 

講演（荒木会長他）

地震防災フォーラム

来るべき地震に備えて

9/30（火） 

9：15～10：15 

／AOSSA７階 

福井県県

民活動セ

ンター 

災害ボランティア養

成研修（リーダー編）

9/27，10/11，10/25，

11/1，11/29，12/6

10：00～12：00，

13：00～15：00 

／ユーアイふくい

ふくい女

性財団 

 

ふくい女性塾「防災

（災害復興を含む）」

※希望者は事前に事務局まで連絡ください。 

編集後記 
福井県総合防災訓練に参加しましたが、現地に着いた途端に大雨警報で中止となってしまいま

した。何ヶ月も前から準備をされていた関係者の方々は大変残念だったと思います。１時間後福

井市の私の家に戻ったときには大雨警報が解除されておりました。何ということか！！また自然

に振り回されました｡参加した皆さんお疲れ様でした｡（下畑） 
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県内の会員数 

（2008 年 8 月 31 日現在） 

福井県防災士会  047名 

日本防災士会  043名 

防 災 士  300名 


